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楽しい年の予感
　算数が少し苦手なので

今年はしっかり勉強して

算数の苦手意識を克服し

たいです。家では自分の

洗 濯 物 を た た む な ど し

て、お母さんの手伝いも

頑張っていきたいです。

　今年も学校生活を楽し

めそうな予感がしていま

す。

平成 21 年平成 21 年
生まれ生まれ

西岡　西岡　誉誉
よ し きよ し き

貴貴 くんくん
　　　（早町）　　　（早町）

健康第一で
　50 歳を少し前にして、
まず思い当たるのが健康第
一。個人的にはもちろん、
物流や海上交通を支える企
業の責任者として安定した
舵取りを継続していくため
にも、まずは自らが健康で
あること。コロナ禍が一日
も早く収束し、人の集まる
景色や活気が戻ってくる
ことを期待したい。

喜禎　喜禎　康康
こうすけこうすけ

祐祐 さんさん
　 　　（湾）　 　　（湾）

昭和 48 年昭和 48 年
生まれ生まれ

親子で年男・年女
美羽さんは「バレーボー

ルの練習に励んでサーブと
スパイクを完璧にしたいで
す。早くコロナが収まって
全大会で練習の成果を発揮
したいです」。父の浩希さん

は「丑年だがセリに出る予
定もないため、減量の必要
性に迫られている。減量を
成功させ【父の威厳】を示
せる年に」。

實　實　美美
み うみ う

羽羽 さんさん　　　實　　　　實　浩浩
ひ ろ きひ ろ き

希希 さんさん
（中間）（中間）

平成 21 年平成 21 年
生まれ生まれ

昭和 60 年昭和 60 年
生まれ生まれ

交流を楽しむ年に
　夢だった臨床検査技師と
して昨年から徳洲会病院で
働き始めた。仕事を早く覚
え、皆さんに認めていただ
けるように頑張りたい。職
場の方をはじめ様々な方と
交流させていただき学生時
代とは違った楽しみを味わ
えている。プライベートで
も社会人野球やバレーボー
ルなどに参加して交流の輪
を広げていきたい。

梶原　あかり 梶原　あかり さんさん
　　　（湾）　　　（湾）

平成９年平成９年
生まれ生まれ

仕事での１本立ちを
裕二郎さんは「９月で修了

する農業研修でしっかりノウ
ハウを吸収し、農業での独り
立ちを目指している。目標は
ズバリ【稼げる農家】！」。剛

さんは「昨年９月に島に帰っ
てきた。仕事の厳しさを知り
初めて挫折を味わったが、今
年は先輩方の背中を必死に追
いながら【ＩＴエンジニア】

として羽ばたけるよう精進し
ていきたい」。

大山　大山　剛剛
つよしつよし

 さんさん　　　園田　　　　園田　裕裕
ゆ う じ ろ うゆ う じ ろ う

二郎二郎 さんさん
　 　　（中里）　　　　　　（佐手久）　 　　（中里）　　　　　　（佐手久）

平成９年平成９年
生まれ生まれ

明日香さんは「昨年は久々
の再会などが多くあり、人との
つながりの大切さを再認識。今
年はそのつながりに感謝しなが
ら前向きで明るい年にしたい」。
麻美さんは「実家の商店を手伝
うようになってから親戚や常連
さんとの交流を楽しめるように
なった。つながりに感謝しなが
ら、心に余裕を持って人に優し
い自分でありたい」。

つながりを大切に

昭和 60 年昭和 60 年
生まれ生まれ

久野　久野　麻麻
ま みま み

美美 さんさん　　相良　　　相良　明明
あ す かあ す か

日香日香 さんさん
　　　（湾）　　　　　　 　（湾）　　　（湾）　　　　　　 　（湾）

私たち年男・年女

年の抱負

丑
う し

　今年は「丑」
年。昭和 12 年
生まれ（84 歳）

から平成 21 年生まれ（12 歳）
までの年男・年女の皆さんに、
新年の抱負や所感について伺
いました。
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昭和 36 年昭和 36 年
生まれ生まれ

坂　坂　茂茂
しげいちしげいち

一一 さんさん
　　　（塩道）　　　（塩道）

島の魅力に支えられ
紀子さんは「80 才を超えて

も美しく素敵な島の先輩方。そ
の交流に活力をいただく日々。
あっという間の 60 年だけれど
気持ちは 38（笑）。今年はコロ
ナ収束と還暦旅行の実現を」。陽

子さんは「一番の楽しみは孫の
成長を見守ること。また、義母
と作った野菜を家族一緒の食卓
で囲める島の日常がありがたい。
周囲への感謝を忘れず日々悔い
のないよう過ごしていきたい」。

作井　作井　紀紀
の り この り こ

子子 さんさん　　　前島　　　　前島　陽陽
よ う こよ う こ

子子 さんさん
　　　（湾）　　　　　　　 　　　（湾）　　　　　　　 　（上嘉鉄）（上嘉鉄）

昭和 36 年昭和 36 年
生まれ生まれ

常に感謝を
　もう４度目の年女だなぁ
と思いつつ忙しく過ぎてい
く日々。今は島にいる孫と
過ごす時間が何よりの楽し
み。今の自分があるのも両
親のおかげで、常に感謝を
忘れずにいたい。
　今年も力み過ぎず、目の
前のことに精一杯取り組ん
でいきたい。

昭和 48 年昭和 48 年
生まれ生まれ

佐藤　佐藤　宗宗
む ね こむ ね こ

子子 さんさん
　　　　　　  　　（阿伝）　　　　　　  　　（阿伝）

年祝いの成功を
　還暦からあっという間の 12
年。年々時間経過が加速してい
くように感じる。戦後の貧しさ
～高度経済成長期を経た豊か
さ～現在のデフレに至るまで、
我々は戦後史をその目で見てき
た生き証人世代だなぁとしみじ
み思う。今年は全国同窓会長と
して 73 才の年祝いを実現させ
成功に収める事が唯一にして最
大のミッション。邁進あるのみ。

昭和 24 年昭和 24 年
生まれ生まれ

南島　南島　健健
たつゆきたつゆき

之之 さんさん
　　 　（中里）　　 　（中里）

心からの感謝
　ここ４～５年は本当に
いろいろなことがあって
大変だったけれど周囲の
方たちに支えられ、励ま
され、立ち直ることがで
きた。心からの感謝しか
ない。今後もグランドゴ
ルフに女子会、短歌の会、
孫７人の成長などを楽し
みつつ、米寿を目標に頑
張っていきたい。

昭和 24 年昭和 24 年
生まれ生まれ

高田　ヱツミ 高田　ヱツミ さんさん
　　　（志戸桶） 　　　（志戸桶） 

明るく元気に
昨年は主人を亡くし本

当に寂しい年を過ごし
た。そんな中でも毎日
通ってくれる娘、電話を
くれる孫たち、そして毎
日集うご近所さんのお陰
でだいぶ元気が戻ってき
た。体もシャンとしてき
たので今年は明るい年に
して、これからも元気に
過ごしていきたい。

昭和 12 年昭和 12 年
生まれ生まれ

田島　ゆみ子 田島　ゆみ子 さんさん
　　　（荒木）　　　（荒木）

確実な歩みを
　あっという間の 60 才・還
暦。子育てが終わってほっ
としたのもつかの間、孫が
でき運動会応援のため毎年
の遠征。コロナでそんな当
たり前だった日常のありが
たさをかみしめる日々。まず
はコロナが収まり、還暦祝
いや子や孫の祝いごとなど、
区切りをしっかりつけられ
る日常が戻ること。忍耐強く
一歩一歩確実な歩みを。

波瀾万丈も思い出深く
　一言で言うなれば波瀾
万丈の人生。戦争、戦後
の貧しさ、看板屋修業時
代、独立など激動だった
がいい思い出。コロナが
収まり早く人の心にも町
の雰囲気にも活気が戻っ
て欲しい。老体に鞭打っ
て仕事を続けているけれ
ど、宝くじが当たるまで
は頑張らないとね（笑）。

昭和 12 年昭和 12 年
生まれ生まれ

沖　沖　保保
やすすけやすすけ

典典 さんさん
　　　　（上嘉鉄）　　　　（上嘉鉄）
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設
・
奄
美
パ
ー
ツ
）
が
島
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
冷
蔵
庫
や
テ

レ
ビ
、
ガ
ラ
ス
戸
な
ど
の
不
法
投

棄
を
５
箇
所
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
と
い
え
ば
、
大
型
家

電
や
産
業
廃
棄
物
な
ど
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
す
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

空
き
缶
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
も

不
法
投
棄
に
あ
た
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
法
律

に
違
反
し
た
場
合
５
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
1
0
0
0
万
以
下
の

罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

本
町
で
実
際
に
罰
金
を
科
さ
れ

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
目
で
監
視

　

今
後
は
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨

て
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
場
所
を
不

法
投
棄
防
止
重
点
地
区
と
し
て
指

定
し
、「
ポ
イ
捨
て
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
実
施
や
定
期
的
な
見

回
り
の
強
化
、
警
告
看
板
や
場
合

に
よ
っ
て
は
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
不
法
投
棄

対
策
等
連
絡
会
議
や
区
長
会
と
の

情
報
共
有
・
連
携
係
を
図
り
、
不

法
投
棄
防
止
の
抑
止
力
と
な
る
よ

う
多
く
の
人
の
目
で
監
視
す
る
体

制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

２
海
岸
漂
着
物

台
風
災
害

　

昨
年
は
９
月
の
台
風
10
号
で
阿

伝
～
嘉
鈍
海
岸
線
、
10
月
の
台
風

14
号
で
志
戸
桶
～
小
野
津
海
岸
線

に
大
量
の
漂
着
物
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

特
に
台
風
14
号
で
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
、
漁
業

用
ブ
イ
等
の
漂
着
物
は
も
と
よ
り
、

海
砂
も
道
路
を
塞
ぐ
ほ
ど
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
台
風
を

経
験
し
て
い
る
町
民
で
も
、「
稀

に
見
る
高
潮
」
で
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
物
を
陸
上
に
押
し
上
げ
て
し

みんなで考えようごみ問題

第4回

「対策②不法投棄・海岸漂着物」

１
不
法
投
棄
対
策

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

　

鹿
児
島
県
で
は
産
業
廃
棄
物
等

の
不
法
投
棄
の
根
絶
を
図
る
た
め
、

毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
月

間
」
と
定
め
て
お
り
、
県
下
一
斉

に
、
関
係
機
関
協
力
の
下
、
不
法

投
棄
防
止
の
普
及
啓
発
や
不
法
投

棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
11
月
27
日
に
、
鹿
児

島
県
、
名
瀬
警
察
署
喜
界
幹
部
派

出
所
、
町
、
建
設
業
関
係
者
等
で

構
成
す
る
奄
美
地
区

産
業
廃
棄

物
等
不
法
投
棄
対
策
等

連
絡
会

議
（
喜
界
地
区
５
社
・
峰
山
建
設
・

榮
建
設
・
比
嘉
建
設
・
平
政
建

投棄された業務用冷蔵庫
（R3.1月  蒲生～中西線）

ま
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
海
岸
漂
着
物
回
収
事

業
（
国
）
を
活
用
し
、
喜
界
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
回
収
作

業
を
委
託
。
11
月
か
ら
作
業
を
始

め
、
12
月
中
に
回
収
を
終
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
多
く
の
町
民
も
大
量
の

漂
着
物
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
回

収
作
業
に
当
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　

海
岸
に
漂
着
す
る
大
量
の
ご
み

は
、
海
岸
の
景
観
や
環
境
の
保
全

を
図
る
上
で
、
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
７
月

15
日
に
、「
美
し
く
豊
か
な
自
然

を
保
護
す
る
た
め
の
海
岸
に
お
け

る
良
好
な
景
観
及
び
環
境
の
保
全

に
係
る
海
岸
漂
着
物
等
の
処
理
等

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
海
岸

漂
着
物
処
理
推
進
法
）
が
公
布
・

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
海
岸
漂
着

物
等
の
円
滑
な
処
理
や
海
岸
漂
着

物
等
の
発
生
の
抑
制
と
い
っ
た
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
環

境
省
所
管
の
「
海
岸
漂
着
物
地
域

対
策
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、
町

内
海
岸
線
の
景
観
や
環
境
の
保
全

投棄されたガラス戸（R3.1月  中西～川嶺線）
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町
民
の
協
力
不
可
欠

　

年
末
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

は
毎
年
す
さ
ま
じ
い
量
の
ご
み
が

持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
車
が
列
を
な

し
、
途
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

町
で
は
焼
却
灰
の
分
析
を
し
て

い
ま
す
が
、
燃
や
さ
れ
る
ご
み
の

約
50
％
が
紙
・
布
類
、
約
20
％
が

ビ
ニ
ー
ル
・
合
成
樹
脂
・
ゴ
ム
・

皮
革
類
、
約
20
％
が
食
物
残
さ
と

な
っ
て
い
ま
す
（
下
表
２
）
。

　

ご
み
や
焼
却
灰
を
減
ら
す
に
は
、

町
民
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
や

堆
肥
化
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
な
ど
、

家
庭
や
職
場
、
店
舗
で
取
り
組
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
の
分
別
に
も

町
民
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
末
は
、
粗
大
ご
み
置
き
場

へ
の
搬
入
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
全
て

セ
ン
タ
ー
内
で
の
分
別
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
あ
る
程
度
分
別
で
き

て
い
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能

で
す
。

　

１
人
の
1
0
0
回
よ
り
、

1
0
0
人
の
１
回
が
時
間
も
労
力

も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
環
境
衛

生
費
用
を
な
る
べ
く
抑
え
る
こ
と

で
、
そ
の
他
の
施
策
に
お
金
を
回

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す（
左
表
１
）
。

区　分 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

廃プラスチック 109,900 ㎏ 69,618 ㎏ 79,371 ㎏ 132,524 ㎏

木くず 14,575 ㎏ 8,663 ㎏ 9,877 ㎏ 16,491 ㎏

金属 292 ㎏ 50 ㎏ 80 ㎏ 254 ㎏

混合 ―　 6,750 ㎏ 7,696 ㎏ 12,850 ㎏

合計 124,767 ㎏ 85,081 ㎏ 97,024 ㎏ 162,119 ㎏

表１　海岸漂着物の回収結果

区　分 紙・布類 ダンボール
ビニール、合
成樹脂、ゴム、

皮革類

木、竹、
わら類

厨芥類 不燃物類 その他

平成 27 年度 56.60％ 1.90％ 20.00% 2.90% 17.30％ 0.70％ 0.60％

平成 28 年度 25.40% 40.20% 19.10% 0% 13.90% 0.80% 0.60%

平成 29 年度 45.30% ―　 31.60% 2.40% 19.50% 1.20% 0%

平成 30 年度 46.50% ―　 11.20% 5.20% 22.10% 11.20% 3.80%

令和元年度 48.50% ―　 20.80% 5.00% 19.90% 5.20% 0.70%

表２　焼却灰の組成分析結果

　

国
連
が
提
唱
す
る
「
持
続
可
能

な
社
会
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
は
、
現

在
の
人
々
の
生
活
に
よ
っ
て
、
未

来
の
地
球
環
境
や
人
が
暮
ら
す
社

会
・
経
済
を
壊
す
よ
う
な
こ
と
を

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
の

目
標
で
す
。

　

子
や
孫
の
未
来
の
た
め
に
、
ご

み
問
題
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

回収された発砲スチロール（Ｒ３.1 月）

回収されたブイ（Ｒ３.1 月）

持続可能な開発目標への取り組みを！
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久く

ぼ保
春

し

ゅ

ん

ぺ

い
平

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

　

先
月
号
で
お
伝
え
し
た
荒
木

集
落
出
身
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
・

久
保
春
平
さ
ん
（
23
・
宮
田
ジ
ム
）

が
12
月
20
日
（
日
）
に
後
楽
園
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
東
日
本
新
人
王
戦

決
勝
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
５
回
戦

で
富
岡
浩
介
（
18
・
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
．

Ｉ
Ｂ
Ａ
）
選
手
に
勝
利
し
、
東
日

本
新
人
王
と
大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
（
最

優
秀
選
手
）
に
輝
い
た
。

大
逆
転
の
Ｔ
Ｋ
Ｏ
勝
利

大
逆
転
の
Ｔ
Ｋ
Ｏ
勝
利

　

注
目
の
1
ラ
ウ
ン
ド
は
立
ち
上

が
り
か
ら
お
互
い
積
極
的
な
攻
防

を
展
開
。
富
岡
は
ど
っ
し
り
と
し

た
サ
ウ
ス
ポ
ー
ス
タ
イ
ル
か
ら
早

い
ジ
ャ
ブ
や
左
ス
ト
レ
ー
ト
を
上

下
に
打
ち
分
け
攻
め
る
。
一
方
の
久

保
は
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
な
が

ら
飛
び
込
ん
で
の
ジ
ャ
ブ
や
ス
ト

レ
ー
ト
で
絡
ん
で
い
く
。
手
数
で

は
負
け
て
い
な
い
久
保
だ
が
的
確

な
パ
ン
チ
で
富
岡
が
ラ
ウ
ン
ド
先

取
。
久
保
は
「
今
ま
で
で
一
番
調

子
が
良
く
、
ゴ
ン
グ
後
も
非
常
に

冷
静
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ブ
は
そ
れ
ほ

ど
早
い
と
感
じ
な
か
っ
た
が
リ
ズ

ム
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の
う
ま
さ
が
あ
っ

た
。
左
の
ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ー
ト
は

い
い
の
を
も
ら
い
効
か
さ
れ
た
が
、

思
っ
た
ほ
ど
力
の
差
は
無
く
互
角

に
や
れ
る
と
感
じ
た
」
と
解
説
。

2
ラ
ウ
ン
ド
も
足
を
使
い
積
極

的
に
攻
め
る
久
保
だ
が
、
パ
ワ
ー

の
あ
る
富
岡
が
徐
々
に
タ
イ
ミ
ン

グ
を
合
わ
せ
強
烈
な
ボ
デ
ィ
を
入

れ
て
く
る
。
56
秒
過
ぎ
、
富
岡
が

ボ
デ
ィ
へ
の
フ
ェ
イ
ン
ト
を
見
せ

つ
つ
強
烈
な
左
フ
ッ
ク
で
久
保
の

顔
面
を
と
ら
え
た
。
た
ま
ら
ず
ダ

ウ
ン
す
る
も
す
ぐ
に
立
ち
上
が
り

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
を
と
る
。

勝
負
を
決
め
よ
う
と
畳
み
か
け
る

富
岡
。
し
か
し
、
ダ
ウ
ン
で
逆
に

闘
志
に
火
が
つ
い
た
久
保
は
強
烈

な
パ
ン
チ
を
浴
び
な
が
ら
も
臆
せ

ず
前
に
出
る
。
攻
め
の
姿
勢
で
ラ

ウ
ン
ド
を
し
の
ぎ
切
っ
た
久
保
は

「
ボ
デ
ィ
へ
の
フ
ェ
イ
ン
ト
に
誘
い

出
さ
れ
ガ
ー
ド
が
下
が
っ
た
と
こ

ろ
に
強
烈
な
の
を
も
ら
っ
た
。
そ

れ
で
も
足
に
は
き
て
い
な
か
っ
た

し
、何
よ
り
冷
静
さ
を
失
わ
な
か
っ

た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。
ダ
ウ
ン
後

は
あ
え
て
引
か
ず
前
に
出
た
。
引

い
た
ら
負
け
て
い
た
と
思
う
」
と

振
り
返
っ
た
。

　

運
命
の
3
ラ
ウ
ン
ド
。
被
弾
覚

悟
で
前
に
出
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

か
け
る
久
保
。
そ
れ
に
対
し
無
理

せ
ず
相
手
の
動
向
を
余
裕
で
伺
う

富
岡
だ
っ
た
が
、
積
極
果
敢
に
攻

め
る
久
保
の
ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ー
ト

を
立
て
続
け
に
も
ら
う
。
ボ
デ
ィ

を
嫌
い
下
が
り
な
が
ら
パ
ン
チ
を

か
わ
す
富
岡
だ
が
、
久
保
の
出
足

の
良
さ
に
徐
々
に
追
い
込
ま
れ
て

い
く
。
最
後
は
ロ-

プ
に
詰
ま
っ

勝ち名乗りを受け勝利の雄たけび勝ち名乗りを受け勝利の雄たけび（写真提供：久保さん）（写真提供：久保さん）

た
と
こ
ろ
に
久
保
渾
身
の
右
ス
ト

レ
ー
ト
が
さ
く
裂
し
ダ
ウ
ン
。
立

ち
上
が
っ
た
も
の
の
ダ
メ
ー
ジ
が

色
濃
く
、
レ
フ
ェ
リ
ー
が
試
合
終

了
を
宣
告
。
久
保
が
大
逆
転
Ｔ
Ｋ

Ｏ
勝
利
を
手
に
し
た
。

全
日
本
新
人
王
戦
に
向
け
て

全
日
本
新
人
王
戦
に
向
け
て

久
保
さ
ん
は
「
全
日
本
新
人
王

決
定
戦
で
は
Ｋ
Ｏ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

し
っ
か
り
と
勝
ち
切
る
こ
と
が
第

一
。
年
内
に
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り

し
、
ま
ず
は
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

目
指
し
た
い
。
し
っ
か
り
勝
利
し
て

島
に
元
気
を
届
け
た
い
」
と
意
気

込
む
。
ジ
ム
の
宮
田
博
行
会
長
は

「
い
い
精
神
状
態
で
試
合
に
臨
み
、

ダ
ウ
ン
し
て
も
気
持
ち
が
切
れ
な

か
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
先
、

い
つ
か
は
負
け
る
時
が
必
ず
来
る
。

そ
の
時
こ
そ
温
か
い
励
ま
し
の
言

葉
を
か
け
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ

ば
ま
た
前
を
向
け
る
。
皆
さ
ん
の

見
守
る
目
線
が
彼
を
育
て
て
い
く

の
で
、そ
こ
は
切
に
お
願
い
し
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

【
全
日
本
新
人
王
決
定
戦
２
０
２
０
】

　

日
時
：
2
月
21
日
（
日
）
　

　

場
所
：
後
楽
園
ホ
ー
ル
（
東
京
）

　

※
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
無
観
客

で
の
開
催
を
予
定
。

東
日
本
新
人
王
＆

東
日
本
新
人
王
＆

　
　
　

　
　
　

 

Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得

Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得
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Topics i n KIKAIJIMA

生和糖業株式会社（田中睦生代表取締役社長）

で 12 月 18 日、サトウキビ原料輸送出発式

が行われた。年内操業は６期連続で、2020 年産（20

～ 21 年期）の搬入量は前期より約 8300 ㌧少ない

6 万 9 千㌧を見込んでいる。

　出発式には隈崎悦男町長、あまみ農協喜界事業本

部の源久幸一統括理事ら関係機関の代表を含め約

60 人が出席。関係者でテープカットを行うととも

に期間中の安全や安定操業を呼びかけた。今期搬入

は 3 月 27 日までの 85 日間を予定しており、平均

甘しゃ糖度は 13.64 度（1 月 14 日現在）。

サトウキビ減産の見込み

生和糖業 6 期連続の年内操業！

無事故で安定した操業を目指して

令和 2 年秋の叙勲を麓冨士男さん（70・阿伝）

が受章した。阿伝集落区長時代の功績に対して、

地方自治功労部門で旭日単光章が授与された。

　麓さんは、昭和 63 年から平成 12 年までと平成

20 年から平成 29 年までの延べ 21 年の長きにわた

り阿伝集落区長として地域の発展に尽力。また、町議

会議員や町選挙管理委員会委員なども務め、町の発

展にも寄与した。麓さんは「今回叙勲をいただき驚く

とともに恐縮している。集落の一員として一生懸命取

り組んできたことを評価いただいたのかなと思う。支

えてくれた皆さんに感謝している」と笑顔を見せた。

秋の叙勲

元阿伝集落区長の麓冨士男さんが受章！

麓さんの自宅にて

長年にわたり自治会等地縁による団体において

良好な地域社会の維持及び形成に寄与したと

して、元湾集落区長の岩田進さん（68・湾）が総務

大臣表彰を受賞した。これは区長等を 15 年以上務

めた人が対象となるもので、岩田さんは平成 13 年

から令和 2 年まで約 19 年の長きにわたり集落運営

に尽力してきた。岩田さんは「このような賞をいた

だき恐縮している。これも湾集落の素晴らしい皆さ

んとご縁があったおかげ。節句（しく）の集まりで、

集落の皆さんと相談ごとをしたり、議論をしたり、

お酒を酌み交わしたことが懐かしい」と振り返った。

総務大臣表彰

　元湾集落区長の岩田進さんが受賞！

左からさん隈崎町長、岩田さん、金江副町長

ＪA 県経済連が主催する子牛の初セリ市が１月11

日、喜界家畜市場で開催された。平均価格が 66

万 8422 円で前回比 4 万 1175 円高。めすの部の最高

価格は 74 万 6000 円、去勢の部の最高価格は 94 万

6000 円で、185 頭が売却された。町の畜産担当者は

「前回のセリ市と比較して平均価格が少し上がったが昨

年から取引価格が減少傾向にある。今後は増頭を支援

し、出場頭数 200 頭を確保することで安定的な市場化

を図っていきたい」と力を込めた。※価格は税抜き

令和３年初セリ開幕

子牛初セリ最高価格は94万6000円！

年初めの初セリは独特の緊張感が漂う

9 Kikai Public Relations 2021.1
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№ 32№ 32

「ようこそ！サンゴ礁科学の世界へ」シリーズ

サ
ン
ゴ
活
動
記

ポスター発表の様子

口頭発表する日吉
慎太郎くん（上）と
津田和忠くん（下）

「
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会

　
　

第
23
回
大
会
参
加
報
告
」

2
0
2
0
年
11
月
21
日
か
ら
11

月
23
日
ま
で
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会

第
23
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
で
し
た
。

　

研
究
所
か
ら
渡
邊
理
事
長
・
山

崎
所
長
・
駒
越
研
究
員
に
加
え
、

K
I
K
A
I
カ
レ
ッ
ジ
の
塾
生
も
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
学
会
の
様
子

を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

〈
口
頭
発
表
〉

Z
O
O
M
で
行
わ
れ
た
口
頭
発

表
で
は
、
渡
邊
理
事
長
と
山
崎
所

長
、
さ
ら
に
K
I
K
A
I
カ
レ
ッ
ジ

の
カ
レ
ッ
ジ
生
で
あ
る
津
田
和
忠
く

ん
と
日
吉
慎
太
郎
く
ん
（
と
も
に

喜
界
高
校
3
年
）
が
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
研
究
の
成
果
を
口
頭
発
表
し

ま
し
た
。
カ
レ
ッ
ジ
生
2
人
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
口
頭
発
表
で
し
た
が
、

研
究
内
容
に
自
信
を
も
っ
て
発
表
し
、

研
究
者
の
方
々
か
ら
の
質
問
に
も
自

分
な
り
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
応
え

る
姿
は
一
段
と
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

発
表
を
終
え
た
2
人
は
「
一
流
の
研

究
者
の
方
々
に
囲
ま
れ
て
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
自
分

も
立
派
な
研
究
者
に
な
り
た
い
と
改

め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
経

験
で
し
た
」「
研
究
に
は
終
わ
り
が

な
く
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
続
け
た

い
と
再
確
認
で
き
た
発
表
で
し
た
。

　

サ
ン
ゴ
礁
が
創
る
世
界
は
素
晴

ら
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
関
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
研
究
の
面
白
さ
を

改
め
て
感
じ
、
今
後
の
目
標
を
再
確

認
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

常
に
挑
戦
・
成
長
し
続
け
る
2

人
か
ら
こ
れ
か
ら
も
目
が
離
せ
ま
せ

ん
！

ル
ド
ワ
ー
ク
』で
分
析
し
た
結
果
を
、

そ
の
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
考

察
・
議
論
し
て
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め

ま
し
た
。
今
回
の
発
表
で
は
、
全
員

で
協
力
し
て
一
つ
の
発
表
を
行
い
、

聴
衆
か
ら
の
質
問
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
の
経
験
や
感
じ
た
こ
と
を

も
と
に
自
分
達
の
意
見
を
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
ポ
ス
タ
ー
発
表
〉

　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
喜
界

島
で
も
研
究
を
行
っ
て
い
る
北
海
道

大
学
と
九
州
大
学
の
学
生
が
発
表

し
ま
し
た
。
喜
界
島
で
行
わ
れ
て
い

る
最
新
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
、

喜
界
島
が
サ
ン
ゴ
礁
研
究
の
聖
地

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
今
後
も

さ
ら
に
研
究
活
動
が
発
展
し
て
い

く
こ
と
に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
サ
ン
ゴ

礁
研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
研
究

所
の
サ
ン
ゴ
塾
生
5
名
が
「
い
き
も

の
が
つ
く
る
石
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
年
夏
に
喜
界
島
に
て
行
わ
れ

た
『
K
I
K
A
I
カ
レ
ッ
ジ
フ
ィ
ー

〈
自
由
集
会

　
　
　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
ロ
ジ
ー
〉

　

こ
の
自
由
集
会
は
奄
美
群
島
・

喜
界
島
を
舞
台
に
さ
ら
に
サ
ン
ゴ

礁
科
学
〝
サ
ン
ゴ
ロ
ジ
ー
〝
を
発

展
さ
せ
る
た
め
の
議
論
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邊
理
事
長
か
ら
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
M
I
R
A
I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
っ
た
後
、
北
海
道
大
学
西
村

裕
一
先
生
に
「
サ
ン
ゴ
礁
海
岸
と

地
震
・
津
波
」、
鹿
児
島
大
学
高

宮
広
土
先
生
に
「
奄
美
・
沖
縄
諸

島
に
お
け
る
『
島と

う
し
ょ嶼

環
境
』
と
ヒ

ト
（
H
o
m
o
s
a
p
i
e
n
s
）」

と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
質
疑
応
答
を
中
心
に

『
災
害
や
環
境
に
サ
ン
ゴ
礁
の
上
に

住
む
ヒ
ト
が
ど
う
応
答
し
て
き
た

か
』『
自
然
環
境
と
人
間
生
活
・
文

化
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
き
た
か
』
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ

で
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
サ
ン
ゴ
研
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
M
I
R
A
I
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
サ
ン
ゴ
ロ
ジ
ー
を

発
展
さ
せ
1
0
0
年
後
に
残
す
べ

き
価
値
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
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図書館図書館のすゝめのすゝめ
喜界町喜界町

蔵書点検のため

2 月 1 日（月）～ 4 日（木）

　　8 日（月）・15 日（月）

　 22 日（月）

2 月の休館日

喜界町図書館　
　〒891-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 30番地
　　☎（0997）65-0962　FaX（0997）65-2523
　　mail：kikailib@town.kikai.lg.jp

トイレの表示を
リニューアルしました！

もっと気軽にトイレを

利用できるように、

表示を変えました。

ALL

だれでもトイレ

郷土発
《第 17 回 喜界島ゆかりの著作物の紹介》

喜界島ゆかりの方がこれまで本の出版をされています。
新着ばかりでなく、過去に出版された本も紹介していきたいと思います。

　老舗の本屋が潰れていく昨今、都市部よりも人口が少ない地方でしかも離島で本屋を続けて行くこと

は、とても大変なことだと思う。
22の島を訪ねた「離島の本屋」から7年。島の本屋をふたたび巡る旅をした著者の活動記録　第2弾!!

　前作が出版された直後、銀座書店はブックス銀座と名前を変え再びシマに本屋の灯りが点された。喜界島

観光物産協会のホームページで島の本屋の再開を確認した著者は、前回訪問でき

なかったことへのリベンジを果たすことができたのである。取材当時インタビュー

を受けた店員さんは現在はいないけれども、島に本屋があることはとても有難い

し、嬉しいことだ。地元に住んでいる方も、島外で暮らしている方も、地元（故郷）

に本屋が存在していることを改めて認識してほしい 1 冊。（実は、今回ブックス銀

座の店長さんが当書を抱えて紹介に来られました。私は、前作を読んだ後、

「喜界島へも取材に来てください」と葉書を出しました。 図書館 米田）

『離島の本屋　ふたたび』 朴　順梨著　ころから 2020.10
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

　

令
和
２
年
12
月
９
日
（
水
）
に
令
和
２

年
度
中
高
合
同
発
表
会
・
芸
術
鑑
賞
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
高
合
同
発
表
会
で
は
、
総
合
的
な
学

習
（
探
究
）
の
時
間
で
喜
界
島
の
こ
と
に

つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
中
学
生
・
高
校
生

が
発
表
し
ま
し
た
。
中
学
生
は
、
喜
界
島

の
伝
統
行
事
や
農
作
物
等
に
つ
い
て
、
ク

イ
ズ
形
式
で
発
表
し
、
参
加
者
を
巻
き
込

ん
だ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
高
校
生
は
、

ま
ず
、
奄
美
群
島
の
島
々
と
喜
界
島
を
比

較
し
、
喜
界
島
の
強
み
や
課
題
を
分
析
し

て
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
分

析
に
よ
る
と
、

喜
界
島
の
強

み

は
、「
人

の
温
か
さ
」

「
こ
つ
こ
つ

と
取
組
む
姿

勢
」
を
も
つ

「
博
物
館
が
や
っ
て
き
た
！

i
n

喜
界
町
」の
開
催
に
つ
い
て（
追
記
）

11
月
26
日
（
木
）
か
ら
29
日
（
日
）
の
４

日
間
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
移
動
博
物
館
事
業
「
博

物
館
が
や
っ
て
き
た
！
in
喜
界
町
」
は
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
趣
向
を

凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
に
４
日
間
で
延
べ

3
5
0
3
人
も
の
来
場
者
が
あ
り
、
そ
の
盛

況
ぶ
り
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
土
曜
・
日
曜
に
は
、
工
作
活
動

が
行
わ
れ
、
竹
を
材
料
に
し
た
笛
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
蓋
を
利

用
し
た
キ
ャ
ッ
プ

ゴ
マ
、
ジ
ュ
ズ
ダ

マ
と
呼
ば
れ
る
植

物
の
種
を
使
っ
た

飾
り
等
を
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
く
製

「
人
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ

し
て
、
強
み
を
生
か
し
て
、
喜
界
島
の
課

題
で
も
あ
る
「
人
口
減
少
」
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
の
提
案
を
ま
と
め
た
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
中
学
生
・
高
校
生
の
発
表

を
聞
き
な
が
ら
、
生
徒
達
の
喜
界
島
を
思

う
気
持
ち
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
発
表
を
聞
い
て
い
た
中
学
生

か
ら
は
、「
自
分
た
ち
も
未
来
の
喜
界
島

の
た
め
の
提
案
が
で
き
る
高
校
生
に
な
り

た
い
。」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

芸
術
鑑
賞
会
で
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
数
々
の
受
賞

歴
を
も
つ
ス
ク
ラ
ッ
チ
・
ト
リ
オ
（
ピ
ア

ノ
・
チ
ェ
ロ
・
バ
イ
オ
リ
ン
）
の
方
々
の

生
の
演
奏
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
耳
馴
染
み

の
あ
る
楽
曲
を
、
抜
群
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

海
外
仕
込
み
の
高
い
表
現
力
で
魅
せ
る
情

熱
的
で
抒

じ
ょ
じ
ょ
う
て
き

情
的
な
演
奏
に
生
徒
達
も
感
動

し
た
様
子
で
し
た
。
プ
ロ
の
演
奏
か
ら
、

言
葉
で
は
言
い
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
を
多
く
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
中
高
合
同

　
　
　
　

発
表
会
・
芸
術
鑑
賞
会

喜
界
小
学
校
で
の
出
前
授
業
に
つ
い
て

スクラッチ・トリオの方々に
よる生演奏の様子

新
し
い
A
L
T
の
先
生
!!

喜界島の第一印象は、
海がとてもきれいで、
島の人たちがとても
優しいと思いました。

生きたヘビにびっくり！

12
月
22
日
（
火
）、
喜
界
小
学
校
に
お

い
て
、
中
央
公
民
館
の
照て

る
や
ま
す
み

屋
真
澄
文
化
財

調
査
員
が
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
７

月
の
喜
界
中
学
校
に
続
き
、
２
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
６
年
生
を
対
象
に
喜
界
島
の

歴
史
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

喜
界
島
の
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の

歴
史
を
紹
介
し
、
教
科
書
に
書
か
れ
て
い

る
歴
史
上
の
出
来
事
と
喜
界
島
が
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
か
を
手
作
り
の
年
表
を
基
に

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
児
童
は
、「
喜
界
島
の
歴
史
を
も
っ
と

知
り
た
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出前授業の様子

　

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
が
、
喜
界
島
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
３
学
期
か
ら
、
幼
・

小
・
中
学
校
で
子
ど
も
達
と
一
緒
に
活
動

し
ま
す
。

名　

前
：
ワ
ン
・
エ
イ
ダ
ン
・
ト
モ
カ
ズ

出
身
国
：
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

趣　

味
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ス
キ
ュ
ー

　
　
　
　

バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ

作
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
生
き
た
ヘ

ビ
に
触
れ
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
に
大
人

気
で
し
た
。

工作活動の様子
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光
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東
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区

熊
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県
熊
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東
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区
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神
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熊
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熊
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市

奈
良
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道
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区
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光
一
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仁
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植
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史
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光
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澤
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滑
川    

貴
彦

松
田    

慎
也

大
阪
府
吹
田
市

東
京
都
八
王
子
市

青
森
県
弘
前
市
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県
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大
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兵
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の
市
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区

大
阪
府
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群
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桐
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東
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神
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川
県
横
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市

東
京
都
板
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東
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郎
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正
史
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孝
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光
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仁

若
浦    

加
奈
子

大
井    

隆
弘

鈴
木    

健
吾

盛
貴    

宏
文

向
井    

豊
一
郎

三
宅    

美
智
子

武
田    
陽
三

村
上    

一
葉
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賢
一

杉
山    

季
由

竹    

浩
一

竹    

佳
苗

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）
※
敬
称
略   

心
温
ま
る
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

兵
庫
県
姫
路
市

福
岡
県
福
岡
市

東
京
都
練
馬
区

東
京
都
足
立
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兵
庫
県
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葉
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千
葉
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岡
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岡
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岡
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岡
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葉
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岡
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都
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光
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光
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滋
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長
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市

大
阪
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屋
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市

東
京
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新
宿
区

兵
庫
県
宝
塚
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

奈
良
県
橿
原
市

東
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都
小
金
井
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大
阪
府
大
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市

東
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神
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川
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川
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練
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岡
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大
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田
市
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市

茨
城
県
神
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埼
玉
県
川
口
市

東
京
都
品
川
区

京
都
府
京
都
市

神
奈
川
県
横
浜
市

平
井    

裕
一
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忠
行

三
島    

淳
茂

山
岸    

美
亜

坂
井  

恵
美
子

竹
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泉

保
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正
克

北
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至
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塚
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清
隆

佐
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辰
雄

有
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博
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世
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義
憲

安
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哲
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呂
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英
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大
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哲
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茂
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東
郷晶子子

歌歌カ

ス

カ

ス手手
のの

徒徒
つ

れ

づ

れ

つ

れ

づ

れ然然
な
る
な
る

日

々

日

々

Vol.1
6

Vol.1
6

林    

寿
和

高
野    
昭
一

加
納    
久
孝

小
暮    

圭

嶺
倉    

栄

芦
田    

正

白
木    

則
夫

實    

智
恵

林
田    

朝
治

松
岡   

二
三
子

田
中    

聡

山
崎    

尚
之

開    

友
弘

齊
藤    

剛
彦

平    

浩
志

川
口    

剛
史

向
井    

麻
尋

榮    

美
貴
子

豊
田    

一
男

山
田    

頼
季

松
崎    

祐
司

岡
本    

雅
範

兵
庫
県
神
戸
市

東
京
都
東
村
山
市

東
京
都
多
摩
市

高
知
県
須
崎
市

大
阪
府
枚
方
市

滋
賀
県
甲
賀
市

大
阪
府
大
阪
市

鹿
児
島
市

神
奈
川
県
横
浜
市

岡
山
県
玉
野
市

東
京
都
八
王
子
市

青
森
県
弘
前
市

東
京
都
葛
飾
区

茨
城
県
阿
見
町

大
阪
府
東
大
阪
市

東
京
都
世
田
谷
区

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
三
鷹
市

埼
玉
県
久
喜
市

愛
知
県
名
古
屋
市

大
阪
府
吹
田
市

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
尼
崎
市（
荒
木
）

兵
庫
県
尼
崎
市

静
岡
県
浜
松
市

愛
知
県
岡
崎
市

東
京
都
板
橋
区

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
調
布
市

東
京
都
葛
飾
区

神
奈
川
県
横
浜
市

大
阪
府
大
阪
市

大
阪
府
大
阪
市

大
阪
府
河
内
長
野
市

神
奈
川
県
横
須
賀
市

徳
島
県
徳
島
市

東
京
都
八
王
子
市

東
京
都
八
王
子
市

東
京
都
品
川
区

東
京
都
東
久
留
米
市

石
川
県
中
能
登
町

岡
本    

敏
子

住
岡    

幸
吉

住
岡    

ス
エ

大
林    

稔
之

朝
倉    

慎
治

原
田    

裕
之

小
林    

克

徳
島    

満

奥
山    
剛
央

朝
原    

健

重
山    

正
樹

川
畑    

政
人

圖
師    

剛

牛
込    

賢
一

孝
志    

茜

友
田    

英
助

丸
山   

秀
太
郎

厚    

長
要

飯
島    

浩
子

林    

和
弘

皆
さ
ん
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
東
郷
晶
子
…
あ
ら
た

め
ま
し
て
A
K
I
K
O

T
O
G
O
で
す
！

　

こ
の
度
、
新
曲
の

定
的
な
言
葉
で
応
え
て
し
ま
う
事
、
も

し
か
し
た
ら
、
皆
さ
ん
も
お
あ
り
で
は

な
い
で
す
か
～
!?

　

私
も
先
日
ハ
ッ
と
し
た
ん
で
す
。
知

人
が
素
敵
な
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
て
い

た
の
で
「
可
愛
い
ね
！
似
合
っ
て
る

よ
！
」
っ
て
伝
え
た
ら
、
少
し
ブ
ス
ッ

と
し
た
表
情
で
「
や
め
て
～
！
適
当
に

選
ん
だ
服
な
ん
だ
か
ら
～
！
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
よ
う
な
少
し
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
と
同
時
に
、
私
も
無
意
識
に
同
じ
よ

う
な
セ
リ
フ
を
よ
く
口
に
し
て
い
る
事

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
気
持
ち
を
素
直

に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
っ
て
、
と
て

も
幸
せ
な
事
な
ん
で
す
ね
！
「
あ
り
が

と
う
！
嬉
し
い
！
」
と
答
え
て
く
れ
る

人
に
は
、
も
っ
と
嬉
し
い
こ
と
伝
え
た

い
っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま

す
。
無
意
識
に
使
っ
て
い
る
言
葉
だ
か

ら
こ
そ
、
今
年
は
出
来
る
だ
け
明
る
く

前
向
き
な
言
葉
を
意
識
し
て
使
っ
て
い

き
た
い
な
っ
て
思
い
ま
す

　

さ
あ
！
い
よ
い
よ
新
曲
の
リ
リ
ー
ス

が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
聴
き
に
な
っ
た

感
想
を
ぜ
ひ
お
聴
か
せ
下
さ
い
ね
！

　

褒
め
ら
れ
る
準
備
、
万
端
に
整
え
て

お
り
ま
す
の
で
（
笑
）
で
は
で
は
～
♫

発
表
と
同
時
に
、
芸
名
が
〝
A
K
I
K
O

T
O
G
O
〝
に
変
わ
り
ま
し
た
！
な
ん
だ

か
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
響
き
が
し
て

楽
し
そ
う
で
し
ょ
う
（
笑
）
？
「
こ
っ
ち
の

方
が
し
っ
く
り
く
る
か
も
！
」
っ
て
い
う

感
じ
で
、
勢
い
で
改
名
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
新
年
の
始
ま
り

を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
あ
皆
さ
ん
、
発
音
が
肝
心
で
す
よ

～
！
「
ア
キ
～
～
コ

・ト
ー
ゴ
ー
」
で
す
！

私
を
見
か
け
た
時
に
は
ぜ
ひ
「
ア
キ
～
～

コ
さ
ん
♪
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！

　

さ
て
、
気
持
ち
も
改
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

２
０
２
１
年
の
A
K
I
K
O

T
O
G
O

の
抱
負
は
「
褒
め
ら
れ
た
ら
『
あ
り
が
と

う
』
と
言
う
」
で
す
。
例
え
ば
、
些
細
な

こ
と
を
誰
か
が
褒
め
て
く
れ
た
時
、
す
ご

く
嬉
し
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
つ
い
つ
い

「
い
や
い
や
！
そ
ん
な
事
な
い
よ
～
！
」

「
私
な
ん
て
全
然
ま
だ
ま
だ
な
ん
で
す
ぅ

～
！
」
な
ん
て
、
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
否

(^^)
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

予
防
接
種
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
　

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

（
お
問
い
合
せ
先
）

  

保
健
福
祉
課

　
　

☎
６
５
‐
3
6
8
5

M
R
（
麻
し
ん
・
風
疹
）・
高

齢
者
肺
炎
球
菌
な
ど
予
防
接
種
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

M
R
Ⅱ
期
は
来
年
度
小
学
校
入

学
予
定
の
お
子
さ
ん
（
平
成
26
年

4
月
2
日
～
平
成
27
年
4
月
1
日

生
）、
有
効
期
限
は
令
和
3
年
3

月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
種
混
合
は
小
学
校
6
年
生

（
平
成
20
年
4
月
2
日
～
平
成
21

年
4
月
1
日
生
）、
有
効
期
限
は

13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
有
効
期
限
を
過
ぎ
る

と
定
期
接
種
対
象
外
と
な
り
有
料

と
な
り
ま
す
。
期
限
内
に
接
種
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
は
、
今
年
度

対
象
の
方
の
有
効
期
限
は
令
和
3

年
3
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
済
み
で
な
い
方
は
、
こ
の

機
会
に
是
非
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
令
和
元
年
度
よ
り
、
特

定
健
診
の
受
診
率
が
一
定
の
割
合

を
超
え
た
集
落
に
対
し
て
、
報
奨

金
を
授
与
す
る
制
度
が
始
ま
り
、

昨
年
度
は
12
集
落
が
報
奨
金
を
獲

得
し
ま
し
た
。
今
年
度
12
月
現
在

で
は
、
上
東
・
島
中
・
阿
伝
集
落

が
受
診
率
60
%
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

　

特
定
健
診
を
受
け
る
と
、
集
落

が
報
奨
金
を
獲
得
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
①
病
気
を
早
期
に
見
つ
け

ら
れ
る
。
②
定
期
的
に
健
康
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。
③
将
来
の
医

療
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

今
年
度
健
診
を
受
け
て
い
な
い

国
保
加
入
の
皆
さ
ん
ま
だ
間
に
合

い
ま
す
! !
ま
ず
健
診
を
受
け
る
。

こ
れ
が
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
、
医

療
費
削
減
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、

大
切
な
こ
と
で
す
。
町
内
の
医
療

機
関
で
予
約
を
し
、
特
定
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

MMMM

特
定
健
診
を
受
け
て

　
　
　
　

報
奨
金
ゲ
ッ
ト
! !

　

喜
界
町
で
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
の
た
め
に
、
40
～
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
特
定

健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
は

特
定
健
診
の
受
診
率
の
目
標
を

60
％
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
喜
界

町
の
受
診
率
は
42
％
で
す
（
令
和

元
年
度
）。

こ
こ
数
年
は
徐
々
に
受
診

率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
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喜界島通信所周辺のドローン規制について！

防衛省・警察庁・外務省・国土交通省

これに違反した場合、

 ●警察官等による安全確保措置
 ●最大懲役１年 /罰金 50 万円

　      の措置・罰則があります。

小型無人機等飛行禁止法により
指定されている、自衛隊施設 / 米軍
施設その周辺地域（周囲約 300 ｍ）
の上空におけるドローン等の飛行
は、原則として禁止されています。

　自衛隊喜界島通　自衛隊喜界島通

信所に関して、ドロ信所に関して、ドロ

ーン等の飛行禁止区ーン等の飛行禁止区

域は域は左図の左図の青枠青枠（対（対

象施設周辺地域）内象施設周辺地域）内

となっていますのとなっていますの

で、ご注意ください。で、ご注意ください。

　自衛隊施設 / 米　自衛隊施設 / 米

軍施設その周辺地軍施設その周辺地

域の上空のドローン域の上空のドローン

等の飛行規制のほ等の飛行規制のほ

か、か、航空法航空法上の無人上の無人

航空機の飛行禁止航空機の飛行禁止

空域においてドロー空域においてドロー

ン等を飛行させる場ン等を飛行させる場

合や夜間にドローン合や夜間にドローン

等を飛行させる場合等を飛行させる場合

等には、別途、等には、別途、国土国土

交通大臣の許可又は交通大臣の許可又は

承認を得る必要があ承認を得る必要があ

りますります。。

　対象防衛関係施設および飛行をさせたい場合の手続きの詳細につ
いては、右のＱＲコードから防衛省ＨＰ（https://www.mod.go.jp/
j/presiding/law/drone/index.html）をご覧ください。

防衛省ＨＰ
ＱＲコード
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さまざま情報 インフォメーション

HP
URL http://www.town.kikai.lg.jp/nousei/sangyo/nogyo/chikadamu.html
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有料広告

正しい飼い方で、

 猫と人に優しい

       鹿児島を。

《問合せ先》

　名瀬保健所
　　☎０９９７ｰ５２ｰ５４１１

　喜界町町民税務課
　　☎６５－３６８７

20



さまざま情報 インフォメーション

有料広告
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相続手続を応援します！ ～「法定相続情報証明制度」～

　平成 29 年５月 29 日から、全国の法務局で「法定相続情報証明制度」を開始しました。

この制度は、法定相続人が誰であるのかを登記官が証明する制度です。

　相続手続では、お亡くなりになられた方の戸籍謄本等の束を、相続手続を取り扱う各種窓

口に何度も出し直す必要があります。

　法定相続情報証明制度は、登記所（法務局）に戸籍謄本等の束と相続関係を一覧に表した

図（法定相続情報一覧図）を提出していただければ、登記官が審査してその一覧図に認証文

を付した写しを「無料」で必要な通数を交付する制度です。

　この法定相続情報一覧図の写しを御利用いただくことで、相続に関する各種手続に戸籍謄

本等の束を何度も出し直す必要がなくなり、預貯金の払戻し、相続税の申告、年金等手続等、

各種相続手続にかかる負担が少なくなりますので、御利用ください。

　制度の詳細は、法務局ホームページ

　　　（http://houmukyoku.moj.go.jp/homu/page7_000013.html) をご覧ください。

　法務局ホームページの制度詳細は、以下のＱＲコードからもご覧になれます。⬇

〈 問合せ先 〉

　　鹿児島地方法務局奄美支局
　　　☎ ０９９７－５２－０３７６（自動音声に従い、２を選択）
　　　　※登記手続案内は予約制

法務局ＱＲコード

●鹿児島県農業共済組合の設立に向けて

　農業保険法に基づく公的保険制度を運営す

る県下の農業共済９団体が集まり、令和３年

４月１日合併に向けた予備契約を締結しまし

た（10 月２日）。

　業務効率化や財政基盤強化を図り、より安

定・継続的な事業運営をめざし「鹿児島県農

業共済組合」を設立予定です。

▶名称が「大島農業共済事務組合」から「鹿児島県農業共済組合大島支所」に変わります。

　　 瀬戸内支所・喜界支所は出張所に変わります。

▶現在の人員体制、事務所（本所・瀬戸内支所・喜界支所）は変わりません。

▶合併により加入者の負担が増えることはありません。

○合併によるメリット

▶多数の加入者により危険分散が図られ、事業運営基盤が安定します。

▶大災害時など職員の動員が可能となり、迅速な損害評価ができるようになります。

22



さまざま情報 インフォメーション
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さまざま情報 インフォメーション

【各集落公民館等での申告受付日程】

今年も確定申告が始まります ！年 が
令和２年分（令和２年１月１日～令和２年 12

月 31 日）の所得税・町県民税の確定申告期間は、
令和３年２月 16 日（火）から３月 15 日（月）
までとなっています。
　また、個人事業者の消費税及び地方消費税の確
定申告期限は、令和３年３月 31 日（水）までと
なっています。申告と納税は期限内にお早めにお
済ませください。

　なお、３月１日（月）には、役場トレーニン
グ室において大島税務署の申告相談（10：00
～ 16：00）が予定されていますのでご利用く
ださい。（本人確認のため、マイナンバーカード
等の提示又は写しが必要となる場合があります
ので、ご持参ください。）
　　　　　【問い合わせ】　

　　　　　　　町民税務課　☎６５－３６８６

【申告会場における新型コロナウイルス対策】
・事前にご自宅で検温していただき、発熱や体調不良等の症状がある方は会場への入場をご遠慮ください。
・ 申告会場に入場される際は、マスクの着用をお願いします。特段の理由がない場合、入場をお断りさせていた

だくことがあります。
・申告会場には、消毒液を設置し、換気のため常に窓を開けておきます。
・職員が対面で応対する机には、飛沫防止のボードを設置します。
・申告の順番待ちをされる際は、席の間隔を空けて座っていただきます。
・申告会場内が混雑するおそれがある場合は、お車などで待機するなどのご協力をお願いいたします。

24



町からのおしらせ
Information from town 

宝くじ助成金事業で備品購入【嘉鈍集落】

　このたび、宝くじの収益金で運営される

「宝くじ助成金事業」を利用して、嘉鈍集

落(川畑英雄区長)の備品を購入しました。

今後この備品は集落の運営、行事の開催

などに使われ、有効利用されます。

【今回購入された備品】

　テレビ、カラオケセット一式、のぼり、

グラウンドゴルフセット、エアコン、冷

蔵庫、事務机、オーブンレンジ、食器棚、

物置など（総額約 250 万円）

国民年金窓口でご相談ください。日本年金機構ホー

ムページから様式がダウンロードできますので郵送

申請も可能です。

　（ 所得申立書への添付書類は不要ですが、日本年

金機構から内容確認書類を求められる場合があ

りますので、減収等がわかる書類は２年間保管

をお願いします）
●注意事項

免除承認期間については、追納をしない限り将来
受け取る老齢基礎年金が少なくなります。10 年以

内であれば追納が可能です。

　（ 一部免除に承認された場合は、免除されていな

い部分の保険料を納付する必要があります）

●問い合わせ

保健福祉課国民年金担当　☎６５－３６８５
　奄美大島年金事務所　☎５２－４３４１

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い
　　

国民年金保険料の免除申請が可能です！

新型コロナウイルス感染症の影響による減収で所

得低下が見込まれる場合には、臨時特例の国民年金

保険料免除申請ができます。
●対象となる方

　国民年金第 1 号被保険者の方で、新型コロナウ

イルス感染症の影響により収入が減少し、相当程度

まで所得低下が見込まれる場合。
●対象期間

　令和２年２月分以降について遡及申請できます。
●手続き方法

　免除申請書と所得申立書の記入が必要ですので、

住民課からのおしらせ
「国民年金について」
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＊ 1 歳になりました＊

【中里】【中里】

（父 義樹・母 佳美 ）（父 義樹・母 佳美 ）
久保 久保 海海

み こ とみ こ と

尊人尊人 くんくん

－－今月の題字今月の題字－－

　今月の広報『きかい』の題字は喜界中学校 3

年生の３人。将来の夢を聞いてみました。

　靖幸くんは「将来はテレビ番組の編集に携わ

る職に就きたい。面白いバラエティ番組をたく

さん作って多くの視聴者を楽しませたい」、翼く

んは「今は大学受験を見据えて勉強に励んでい

る。喜界高校に進学して文武両道を実践しつつ

国公立大学への進学を果たしたい」、小梅さんは
「東京ディズニーランドのキャストとして働きた

い。ディズニーランドに行ったとき、キャスト

の方たちの振る舞いが素敵で魅了された。私も

ディズニーランドで多くの人に夢を与える側と

して働きたい」と夢について話してくれました。

　広報きかいの「１歳になりました」コー

ナーは、喜界島在住のお子さんならどな

たでもご出演できます。ぜひ、記念にご

出演いかがでしょうか。随時受け付けて

おりますので、出演希望の方は企画観光

課広報係（65ー3683）へご連絡ください。

さまざま情報 インフォメーション

「喜界島サンゴ礁フォーラム」開催 !
【日時】令和 3 年 2 月 20 日　13：00 ～ 16：15
【場所】喜界町役場ホール（インターネットによる配信）
【ＵＲＬ】https://youtu.be/8T75Yl6nlBI
【主催】喜界町役場、環境省、喜界島サンゴ礁科学研究所　協力：WWF ジャパン

　喜界島は隆起サンゴ礁の島。島には人々の暮らしと共に独自の文化が育まれてきた。喜界町役場と喜界
島サンゴ礁科学研究所、WWF ジャパンは平成 30 年に協働契約を締結し、環境省がすすめるサンゴ礁生
態系保全行動計画のモデル事業として「サンゴの暮らし発見プロジェクト」を進めてきました。フォーラ
ムでは、プロジェクトで調べた島の様々なサンゴ礁文化と、それを保存し活用していく取組をご紹介しま
す。また、同じサンゴ礁文化を持つ石垣島の白保集落の方をお招きし、交流する場も設けます。

■喜界島紹介と喜界島 PR 動画お披露

■サンゴの暮らし発見プロジェクト
　とサンゴ礁文化の紹介

■阿伝サンゴの石垣保存会紹介

■荒木盛り上げ隊の活動、散策
　コース動画紹介

■早町小学校サンゴ学習発表

■アオサンゴ群生と協議会の紹介

■サンゴ礁文化連絡協議会設立と
　今後の展望

■白保のサンゴ礁文化と活動の紹介

■ 石垣島白保集落の方と喜界島の方
によるサンゴ礁文化の意見交換会

主なプログラム（予定）

　市來崎　靖
やすゆき

幸 くん　　 『き』

　岡本　翼
つばさ

くん　　　　  『か』

　俊原　小
こ う め

梅 さん　　   『い』

　１歳おめでとう。
　食いしん坊でに

・ ・ ・

ぃにとね
・ ・ ・

ぇねのご飯までとっ
ちゃう。たくましい次男ぼー！！

海
み こ と

尊人の笑顔にいやされてます。
　もっともっとたくましく、大きくなってね。
　生まれてきてくれて、ありがとう♡
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※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
住
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

喜界町の住民基本台帳人口
（令和３年１月１日現在）

（　）は前月比、▲はマイナス

納付をお忘れなく ！（１月）
【税】町県民税第 4期・国民健康保険税
第 5期・後期高齢者保険料 5期・介護
保険料 5期 ２/１（月）まで

【使用料】1月分簡易水道・下水道使用料・
公営住宅使用料・保育料　２/１（月）まで
　納入はお早めに ! 口 座 振 替 を さ れ て い る
方 は 、 残 高 の 確 認 を お 忘 れ な く ！

<

萌
葉
会>

め
で
た
さ
よ
朝
日
ほ
の
ぼ
の
明
け
初
め
て　

春
の
訪
れ
小
さ
き
菜
の
花

行ゆ

く
年
世
界
を
揺
る
が
す
コ
ロ
ナ
禍
で　

来
る
年
収
束
願
い
て
止
ま
ぬ

骨
折
に
て
友
が
入
院
コ
ロ
ナ
禍
で　

面
会
で
き
ず
手ふ

み紙
に
て
エ
ー
ル

暗
過
ぎ
ず
明
る
過
ぎ
ず
に
街ま

ち

の
灯ひ

は　

水み

な

も面
に
揺
れ
て
城き

の
さ
き崎

温
泉

島
ゆ
み
た
語
り
継
が
れ
た
童わ

ら
び子

期
の　

言
葉
探さ

ぐ

り
ぬ
楽
し
さ
を
知
る

捨
て
る
物
中な

か

よ
り
戻
す
い
く
つ
か
を　

し
ば
し
悩
み
て
や
は
り
捨
て
た
り

コ
ロ
ナ
禍
に
冬
の
花
火
が
打
ち
上
が
り　

終
息
を
願
う
奄
美
の
島
々

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

叶　
　

啓
子

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

（
敬
称
略
）

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

世帯数  ・・・ 3,769 戸（0）

人 口  ・・・ 6,870 人（▲11）

男   ・・・ 3,392 人（▲7）

女   ・・・ 3,478 人（▲4）

佐
倉
　

毅き
ゆ
う勇

（
勇
人
・
中
里
）

   

氏
　
　

名    　

（
保
護
者
・
住
所
）

氏
　
　

名
　

   

（
年
齢
・
住
所
）

（
54
才
・
浦
原
）

（
91
才
・
羽
里
）

（
52
才
・
荒
木
）

（
88
才
・
中
里
）

（
91
才
・
荒
木
）

（
89
才
・
赤
連
）

（
74
才
・
湾
）

岩
崎
　

希き

あ

ら

愛
來

（
大
雅
・
湾
）

林
　

充
宏

坂
本
　

二
郎

久
　

清

橋
川
　

と
し

奥
間
　

フ
ク
ヱ

石
原
　

善
豊

三
原
　

ヨ
シ
子

  

氏
　
　

名
　

    

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

坂
本
　

千
惠

羽
里

　国の特別天然記念物と環境省によるレッドデータブッ
クで絶滅危惧Ⅱ類に指定されているナベヅルが 12 月に
喜界島へ飛来した。ナベヅルは平成 26 年 3 月に喜界
島へ初飛来しており、今回は 6 年振り 2 度目。ナベヅ
ルはツル目ツル科で全長約 100 ㌢の小型のツル。ロシ
アや中国で繁殖する世界中のナベヅルの大半が冬に出
水平野（鹿児島県）で越冬しており、その渡りの途中の
ものやコースから外れたものが時折ほかの地域でも観
察され、奄美へも稀に飛来する。（参照：奄美の野鳥図鑑）

～～ 今 月 の 野 鳥今 月 の 野 鳥 ～～
ナベヅルナベヅル

６年前は４羽が飛来した６年前は４羽が飛来した 今回は１羽のみ今回は１羽のみ
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２１
.１

Ｖ
ｏｌ．６

４
３

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
すこ・・・ 旧すこやかセンター
子育・・・   子育て支援センター
コミ・・・ 役場コミュニティホール
トレ・・・ 役場トレーニング室
研修・・・ 役場研修室

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
毎週月曜日は図書館休館日です
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です

（2021 年 2 月 1 日～ 2 月 28 日迄）

ガジュマルの実のじゅうたんガジュマルの実のじゅうたん 久保春平さん祝福横断幕（荒木集落）久保春平さん祝福横断幕（荒木集落）

お正月風景お正月風景

編　

集　

後　

記

　

読
者
の
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
ず
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
二
年
連
続
で
一
月
号
の
発
行
が
一
週
間
遅

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
他
人
か
ら
も
ら
っ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
こ
と
で
う
ま
く
責
任
転
嫁

を
図
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
何
の
変
哲
も
な
い

熱
発
と
い
う
こ
と
で
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
珍
し
く
殊
勝
に
謝
罪
す
る
態
度
に

免
じ
て
何
卒
ご
容
赦
願
い
ま
す
。
■
さ
て
、
今

回
も
幅
広
い
年
代
の
方
に
年
男
・
年
女
企
画
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ど
の
方
も
年
齢
に
応
じ

た
魅
力
に
溢
れ
て
い
た
な
ぁ
～
。
も
う
5
年
目

が
終
わ
ろ
う
と
い
う
の
に
相
変
わ
ら
ず
笑
い
あ

り
、
感
動
あ
り
、
涙
あ
り
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
あ

り
・
・
・
今
回
の
取
材
も
実
り
多
い
も
の
だ
っ

た
な
ぁ
～
。
そ
う
そ
う
感
動
と
い
え
ば
東
日
本

新
人
王
を
と
っ
た
久
保
春
平
く
ん
。
勝
利
の
一

報
に
は
痺
れ
た
～
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
ば
く
進

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
宮
田
会
長
の
「
必
ず
負

け
る
と
き
が
来
る
」「
負
け
た
時
に
真
価
が
問
わ

れ
る
」「
そ
ん
な
時
こ
そ
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援

が
必
要
」
と
の
言
葉
も
沁
み
た
な
～
。
本
当
に

必
要
な
時
に
声
援
を
送
れ
る
島
の
先
輩
で
あ
り

た
い
な
ぁ
～
。
■
相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
に

気
持
ち
が
萎
え
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な

状
況
だ
ろ
う
が
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
（
締
切
）
を
乗

り
越
え
て
島
の
話
題
を
全
力
で
お
届
け
し
て
ま

い
り
ま
す
。
個
人
的
に
は
「
為な

せ
ば
成な

る
、
為な

さ
ね
ば
成な

ら
ぬ
何
事
も
、
成な

ら
ぬ
は
人
の
為な

さ

ぬ
な
り
け
り
」
の
精
神
で
一
年
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　　
　
　
　

  　
　
　

（
夏
目
）

日 月 火 水 木 金 土
2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6

●特別資料整理
休館

（3 日（水）まで）

●資料休館日・
第 2 回図書館協
議会

●ブックスター
トおはなし会・
古本市

【図書館 11：00 ～】

●おはなし会・
古本市

【図書館14：00～】

2/7 2/8 2/9 2/10 2/11 2/12 2/13
●古本市

【図書館】
●診療所　内科
診療

（10日（水）まで）
【診療所8：30～】

●体操教室
【コミ 9：30 ～】
●土曜授業
● お は な し 会

（読み聞かせ・紙
芝居・ミニ映画）

【図書館14：00～】

2/14 2/15 2/16 2/17 2/18 2/19 2/20
●診療所　内科
診療

（17日（水）まで）
【診療所8：30～】

●母子相談
【子育11：00 ～】

●乳健・1 歳歯
科健診

【すこ13：00～】

●奄美病院巡
回診療

【診療所13：00～】

●奄美病院巡
回診療

【診療所8：30～】

●子育て支援来
館（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

【図書館11：00～】

●土曜授業
● お は な し 会

（読み聞かせ・紙
芝居・ミニ映画）

【図書館14：00～】
●サンゴ礁文化
フォーラム

【コミ13：00～】

2/21 2/22 2/23 2/24 2/25 2/26 2/27
● 3 歳児健診

【すこ13：15～】
● お は な し 会

（読み聞かせ・紙
芝居・ミニ映画）

【図書館14：00～】

2/28
●診療所　内科
診療

（3月3日（水）まで）
【診療所8：30～】
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